
特 別 支 援 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （令和２年度版） 群馬県立盲学校（様式１）

羅 針 盤 関係する 第１回 点検・評価 第２回点検・評価
分掌等

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 方 策 自己評価 外部アンケート 改 善 策 自己評価 外部アンケート 改 善 策

Ⅰ 幼児児童生徒 １ 保護者、地域、関係 ①「学校の様子がよく分か 教頭 ○保護者と情報共有を密にする。 Ａ Ａ ・今後も、色々な場面で様々な手 Ａ Ａ ・今後も、連絡帳、一斉メール、
の地域における豊 機関に学校の教育活動 る」と保護者の８０％以上 ○便りやクラス通信、ＨＰ等を通 質問1 保護者質問１ 段を用いて情報発信を行っていく。 質問1 保護者質問１ HP掲載、通信等様々な手段で情
かな生活の実現に について、具体的に伝 が答えている。 じて、学校の教育活動について情 90.0% 100％ ・日頃から保護者の方々との情報 96.0％ 100％ 報発信を行っていく。
向けて努めていま えていますか。 報発信する。 共有を大切にする。 ・コロナ対策として、日々の保
すか。 護者に行事や式典の動画配信な

ども検討する。

②地域や関係機関等に学校 教務主任 ○主に学校公開や様々な学校行事 ・今年度は感染症対策をしっかり ・感染症対策を行い、地域や関
の様子を伝える活動を、年 等を通じて、盲学校の様子や教育 Ａ 行い、見学の依頼があった際には、 Ａ 係機関へ学校活動の紹介を継続
１０回以上実施している。 活動について地域・関係機関に紹 質問2 個別に対応し実施する。内容につ 質問2 していく。

介する活動を行う。 90.2% いては説明を中心に行い、可能な 100％ ・可能な範囲で学校見学を受け
限り、見学や参観を行う。 入れていく。また、説明等対応

できる職員を増やしていく。

③県内の関係機関への訪問 センター ◯県内の関係機関に３年程度で訪 ・関係機関の訪問結果を踏まえて、 ・コロナ渦における新たな啓発
（主に北毛地域）や視覚障 ・啓発 問できるように計画を立てる。 啓発活動の方向性や重点などを考 の方法を検討する。
害関係機関との啓発活動を ○前年度の反省や要請を鑑み、訪 える材料とする。 ・職員全体で啓発活動への意識
毎年行っている。 問内容や訪問先を精選する。 を高める。

２ 保護者、地域、関係 ④ＰＴＡ総会、役員会、部 渉外部 ○ＰＴＡ行事の内容を精選していく。 ・今年度はコロナウィルス感染症 ・今後もコロナ感染予防対策を
機関との共通理解が深ま 会、教育懇談会等に参加し内容 行事をとおして保護者が意思疎通を図 対策のためPTA総会などは書面で行 行いながら、可能な範囲で保護
り、有効な支援が行われ に満足している保護者が８０％ り、情報を共有して学部を超えた繋が った。今後も感染症対策を行いな 者間の交流、意見交換の場を調
ていますか。 以上いる。 りができるよう活動していく。 がら、できる範囲で活動を行う。 えていく。

○学校の教育活動やＰＴＡ活動につい ・役員会や学部会、行事のお知
て、保護者に向け丁寧に情報提供して らせを早めに配布し参加を呼び
いく。 かける。

⑤交流及び共同学習などが センター ○相手校との事前打ち合わせや、 ・相手校からの要望や本校の実態 ・コロナ禍で実施できないこと
十分に行われていると感じ ・交流 生徒への事前事後指導を十分に行い、 を踏まえた交流活動を引き続き行 が多かったが、可能な限り相手
る保護者が８０％以上いる。 双方の児童生徒にとって有意義な活動 う。また、活動後にお互い意見を 校とのやりとりを継続し 来年

となるように、活動や学習を進める。 交換し次回に生かせるようにする。 度以降に備える。

Ⅱ 地域の特別支 ３ 視覚障害や視覚認知 ⑥地域の視覚障害支援セン センター ○感染症対策を踏まえ、電話やメ Ａ ・８月末現在、教育相談は３５０ Ａ ・継続して関係機関と情報交換
援に関するセンタ 発達に課題のある幼児 ターとして教育相談やキャ 目の相談 ールでの相談を積極的に実施す 質問３ 件を超えている。より分かりやす 質問３ を行うことで、連携体制を維持
ー的な役割を果た 児童生徒等の教育につ リア支援などを実施し、相 る。相談者の連携機関との情報共 98.5％ い情報提供を心がけて、対応して 99.9％ していけるようにする。
していますか。 いて、助言援助に努め 談者、家族、関係機関の情 有を行うことで、支援・協力体制 いく。 ・様々なケースに対応できるよ
（必須項目） ていますか。 報共有を促して連携・協力 を強化する。相談者や関係機関に う研修等により幅広い専門性の

体制を強化し、継続的かつ 対して分かりやすい情報提供を行 習得に努めたい。
有効な支援の行えるケース う。
が80%以上いる。 ○相談者や関係機関に対して分か

りやすい情報提供を行う。

⑦地域支援・啓発活動とし センター ◯地域からの要望に応じて、研修 ・各関係機関へ、発送や持参によ ・コロナ渦における新たな啓発
て、学校見学の受け入れ、 ・啓発 内容を考え、適任な講師を派遣す る資料提供や、オンライン、ホー の方法を検討する。
研修会の実施、講師派遣等 る。 ムページを活用した相談、啓発活 ・職員全体で啓発活動への意識
の要望に８０％以上応じて ○可能な限り、説明資料のデータ 動に努める を高める。
いる。 化を進める。

Ⅲ 幼児児童生徒 ４ 個に応じたきめ細か ⑧幼児児童生徒一人ひとり 生徒 ○アンケートや面談を行い、得ら Ａ Ａ ・アンケートと面談結果から生徒 Ａ Ａ ・情報の共有の迅速化を検討す
に応じた適切な か。 有し、解決に向け取り組ん 部主事 れた情報の共有を図る。 質問4 保護者質問4 の課題について、部会等の会議で 質問4 保護者質問4 る。
指導をしていま でいると思う職員が８０％ ○情報を校内ＬＡＮに記録し、随 98.5％ 95.0％ 情報共有を行う。 100％ 90％
すか。 以上いる。 時確認できるようにする。

⑨幼児児童生徒のいじめ対 生徒 ○いじめの早期発見に向けて、各 Ａ Ａ ・第１回生徒指導アンケートを実 Ａ Ａ ・いじめに関する情報の発信と
策への取組みが、保護者の 指導部 学期に１回のアンケート調査を実 質問５ 保護者質問5 施し、生徒の問題の発見に努めた。 質問５ 保護者質問5 定着のための方策を検討する。
８０％以上に認められてい 施する。 98.5％ 100％ ・第１回生徒指導アンケートを実 99.5％ 100％
る。 ○保護者に対しＰＴＡ総会等で、 施し、生徒の問題の発見に努めた。

いじめについて説明する。 ・保護者に対して配布物により、
いじめ相談窓口の周知を図った。

５ 指導内容の確実な定 ⑩個々のニーズに応じた教 教科研究 ○丁寧な観察を行い、個々のニー Ａ Ａ ・児童生徒の実態を継続的に把握 Ａ Ａ ・児童生徒の実態や興味関心を
着を図る授業が行われ 材や指導の工夫に努めてい グループ ズを捉える。 質問6 保護者質問6 し、課題を共有するとともに、教 質問6 保護者質問6 丁寧に見取り、主体性を育む授
ていますか。 ると思う保護者・職員が８ ○五感を使って主体的に学習でき 92.9％ 100％ 科・領域、学部間で連携を取りな 97.7％ 100％ 業づくりに努める。

０％以上いる。 る教材作りや指導の工夫を行う。 がら、効果的な指導ができるよう ・授業の相互参観や意見交換を
にする。 通して、授業改善を行う。

⑪一人ひとりの実態や指導 教科研究 ○「指導の工夫事例集」を供覧し、 Ａ ・校内研修に事例検討形式を取り Ａ ・各学部ごとに、児童生徒の事
の工夫について情報交換を グループ 有効活用する。 質問7 入れ、指導の経過、子どもの変容、 質問7 例検討や課題解決に努め、新学
行い、系統的な指導に努め ○外部専門家による校内研修に、 92.9％ 成果と課題などについて、具体的 97.4％ 習指導要領のポイントも押さえ
ていると思う職員が８０％ 事例検討形式を取り入れ、指導・ に検証し、今後の指導に生かせる ながら、指導に生かせるように
以上いる。 支援の工夫を具体的に検討する。 ようにする。 する。

Ⅳ 視覚障害教育 ６ 専門性の継承と深化 ⑫専門性・指導力を高める 研修部・ ○学部や教科等と連携し、児童生 Ａ ・感染症対策を講じながら、在籍 Ａ ・児童生徒の課題を共有し、教
の専門性がある特 に向けた研修や発信す ための研修が組織的・計画 自立活動 徒の実態に応じた研修を計画的に 質問8 する児童生徒の実態に応じた研修 質問8 科や学部を超えて連携しながら、
別支援学校を目指 るための取り組みが行 的に行われていると思う職 研究 実施する。 92.9％ を計画する。 94.1％ 適切な指導・支援ができるよう
す取り組みが行わ われていますか。 員が８０%以上いる。 グループ ○校外研修への参加を計画的に行 ・校外研修が今年度ほとんど中止 にする。



れていますか。 い、研修内容を伝達して、職員間 になったが、オンラインによる研 ・感染症対策も考慮しながら、
で共有する。 修が整備されてきたので、研修案 研修方法を工夫していく。

内の周知をする。

７ 専門性を高めるため ⑬ケース会議、授業研究、 教頭 ○授業改善計画の改定を行い、専 ・授業観察の視点を整理し、生徒 ・生徒の主体性を引き出すこと
に、校務分掌や委員会 各学部及び寄宿舎における 研修部・ 門性を深めるための視点を持った の主体的な活動を意識した教員相 ができるように、授業相互参観
などが組織体として機 研修が、視覚障害研究・研 自立活動 教員相互の授業参観を確実に実施 Ａ 互の授業観察を実施している。 Ａ や教科別授業研究会等を定期的
能をしていますか。 修部が持つ専門性と連動し 研究 する。 質問9 ・指導の記録やケース会議、保護 質問9 に行い、授業改善を進めたい。

て行われ、効果を上げてい グループ ○視覚障害研究・研修部の専門性 86.3％ 者面談等を通して、幼児児童生徒 97.6％ また授業アンケートの意見等も
ると感じる職員が８０％以 を各学部及び寄宿舎における実際 の実態や保護者の要望を把握し、 生かしていきたい。
上いる。 の指導・支援に生かせるように情 係と連携して指導できるようにす ・本校児童生徒への実践事例を

報共有を積極的に行う。 る。 とおした指導・支援を考察する
研修を継続する。

⑭学校評価による改善の取り組 教頭 ○評価結果を分析し、担当の分掌 Ａ ・結果を職員全体で共有し、担当 Ａ ・各分掌会議において、実情と
みが校務分掌と連携して進めら で改善策を検討し、具体的な改善 質問10 分掌を中心に具体的改善を図って 質問10 改善に向けた対策案を検討し共
れていると感じる職員が８０％ に繋げる。 96.0％ いく。 94.0％ 有する。
以上いる。

⑮幼児児童生徒一人ひとり 教育支援 ○ 校内教育支援委員会において、 ・学部や教科をまたいで、児童生 ・必要に応じて会議を開催し、
のニーズに応じた教育計画 委員会 学部を越えた全体的・長期的な視 Ａ 徒の教育計画や教育環境について Ａ 情報の共有が図れなかったとい
を立てる上で、校内教育支 点での教育計画を考え、指導・支 質問11 検討を続けていく。 質問11 うことがないよう、各学部での
援導委員会が機能している 援の適切な方向性を見出す。 91,0％ ・年４回計画されていた委員会を 95,4％ 検討事項については、職員会議
と感じる職員が８０％以上 ○校内教育支援委員会での検討内 年２回に精選する。必要な検討は を利用して情報共有を行ってい
いる。 容を各学部、各教科に還元し、適 各学部で細かく行い、その後、全 く。

切な対応を具体化し実行する。 体で情報を共有していく。

８ 障害に配慮した教育 ⑯視覚障害などに配慮して 管理部 ○様々な視覚に対応できるように Ａ Ａ ・倒壊しやすいものを移動し、整 Ａ Ａ ・倒壊しやすいものを移動し、
環境の整備が行われてい 校内の施設・設備の整備が 事務部 適宜必要なものを連絡報告相談を 質問12 保護者質問7 理整頓を行っている。 質問12 保護者質問7 整理整頓を継続して行っている。
ますか。 行われていると感じる保護 して対応していく。 98.4％ 95.0％ ・コロナ対策の換気と熱中症対策 94.0％ 95.0％ ・消防車の点検で改善命令が出

者・職員が８０％以上いる。 ○緊急性の高いものから順次整備 として、全ての教室と職員室に、 た傘立ての位置を適切な場所へ
を行う。 熱中症に対する扇風機を設置した。 移動した。

・備蓄品の入替を行った。個人
用の備蓄品の入替もアナウンス
した。

Ⅴ 健康や安全の ９ 健康に関する配慮や ⑰幼児児童生徒の健康状態 健康 ○新型コロナウィルス感染症拡大 Ａ Ａ ・朝と帰りの検温、手洗いの励行、教室 Ａ Ａ ・朝と帰りの検温、手洗いの励行、教
確保に努めていま 対応を適切に行ってい や安全への対応が適切に行 指導部 防止をはじめとする保健環境の整 質問13 保護者質問8 の換気と消毒等の感染症予防対策を周知 質問13 保護者質問8 室の換気・加湿・消毒等の感染症予防
すか。 ますか。 われていると感じる保護者 備を行い、学校生活の安全確保の 95.4％ 100％ 徹底して、安全な環境整備に努めた。保 96.0％ 100％ 対策を周知徹底して、安全な環境整備

・職員が８０％以上いる。 強化を組織的、計画的に行う。 護者にも感染症予防対策について情報提 に努めた。保護者にも感染症予防対策
○学部・保護者・寄宿舎と連携し 供をし、家庭での検温や体調管理等の協 について情報提供をし、家庭での検温
て健康状態を把握し、適切に対応 力を得ることができた。 や体調管理等の協力を得ることができ
する。 ・学校・家庭・寄宿舎との連携を図りな た。
○学校給食を通して、食事の大切 がら日々の健康状態の把握に努め、その ・食に関する全体計画、各学部
さや望ましい食習慣を習得させ、 対応を継続していく。 別年間計画を作成し職員へ周知
健康教育を推進する。 ・学校給食を通して、実態に即した健康 した。給食を通して食の大切さ

教育を推進していく。 について周知することができた。

10 危機管理体制が確立 ⑱緊急時の対応や施設・設 管理部 ○消防署と連携をとり、訓練前に ・水害時の避難方法を職員間で共 ・倒れそうな棚を固定する計画を立て
され、緊急時への備え 備の安全に備えた訓練や点 寄宿舎 アドバイスや点検を行う。 有した。 た。
ができていますか。 検が行われていると感じる ○毎月の安全点検と備蓄品チェッ ・突発的な災害を想定した予告な ・水害、ミサイルなどの観点を入れて

職員が８０％以上いる。 クを行う。 しの訓練の実施が課題である。 安全計画を見直した。
○アレルギー対応を教室掲示し、 ・非常時に持ち出すものをなるべ ・規格に適応している機器なのかガス
緊急対応に備える。 く一括にしておく。ＡＥＤの設置 器具の点検を行った。

場所がわかるように表示した。 ・ヘルメットを活用しやすい場所に再
設置し直した。

Ⅵ 将来の生き方 11 キャリア教育の視点 ⑲キャリア教育の視点に立 進路 ○「キャリア教育全体計画」の内 ・児童生徒の進路指導を支援する。 ・キャリアパスポートを作成する過程
に結びつく進路指 から、指導内容を整理し って将来を見据えた系統的 指導部 容を各教員が理解し、保護者に説 Ａ ・個別の進路行事を円滑に実施す Ａ で、本人、保護者、担任、寄宿舎担当
導を行っています て系統的な指導を行って な指導が行なわれていると 明して共通理解を図る。 質問14 るために、保護者への理解と協力 質問14 が将来を見据えて一環した関わりがで
か。 いますか。 感じる職員が８０％以上い ○キャリア教育の視点に立った具 94.4％ を依頼する。 97.7％ きるよう努力する。

る。 体的な指導・支援を授業に反映す ・連携できた支援者や関係機関と ・高等部卒業後の進路について、生徒
る。 の情報共有、協働を進めていく。 ひとり一人に応じた進路指導を行う。

⑳あんま・マッサージ・指 専攻科 ○日頃の授業、定期テスト、模擬 ・模擬試験結果を活かし、苦手科 ・第２９回国家試験から問題数
圧師、はり師、きゅう師国 試験等を通じて生徒一人一人の実 目の克服を主とした国家試験対策 と傾向が変わるので、問題を分
家試験に全員合格する。 態を把握し、個々人にあった指導 を行う。 析して試験対策を強化する。

法と支援法を検討する。 ・学力向上と共に、理療師として ・生徒の実態を把握し、卒業後
○補習を通して学力向上に努め 研鑽する意識を培えるようように の進路を見据えた指導を展開し
る。 指導していく。 ていく。

12 保護者、関係機関と ㉑発達段階や実態に応じて、 進路 ○発達段階や実態に応じた個別進 Ａ Ａ ・個別に対応する進路行事を円滑 Ａ Ａ ・個別の進路指導を充実させ、
の連携のもとに発達段階 一人ひとりの将来へ向けて 指導部 路行事を実施する。 質問15 保護者質問9 に実施するために、保護者への理 質問15 保護者質問8 児童生徒の進路を決定していく。
に応じた進路指導を行っ の指導（あいさつや清掃等 ○各関係機関との連携を深め、一 98.2％ 90.5％ 解と協力をお願いしていく。 99.9％ 100％ ・外部の関係機関との連絡を密
ていますか。 の指導も含む）が行われて 人ひとりの実態にあった進路指導 ・連携できた支援者や関係機関と にし指導に役立てる。

いると感じる保護者・職員 を実現する。 の情報共有、協働を進めていく。 ・新入生の児童生徒の保護者に
が８０％以上いる。 ○進路講話、｢進路だより」等で ・進路に関する外部の情報提供も 「進路の手引き」を配布し進路

進路情報の提供を積極的に行う。 行っていく。 についての情報を提供していく。

Ⅶ 将来の自立に 13 身辺自立・社会自立 ㉒身辺自立や社会自立に向 寄宿舎 ○卒業後の生活自立、余暇の充実 Ａ Ａ ・舎内外における、新しい生活様 Ａ Ａ ・新型コロナの関係で、行事は
結びつく寄宿舎指 に向けての指導を個に応 けた指導が一人ひとりに応 自立研修 に向けて、社会体験を拡充し、工 質問16 保護者質問10 式の確立を前提とした、社会体験 質問16 保護者質問8 体験等はほとんど実施できなか
導を行っています じて行っていますか。 じて個別に行われていると ｸﾞﾙｰﾌﾟ 夫した支援・指導を実施する。 98.5％ 100％ を実施に取りくんでいる。感染の 97.6％ 100％ ったが、新しい生活様式を実践
か。 感じる保護者・教職員が８ ○寄宿舎便り等を通じて、寄宿舎 状況を見ながら、徐々に経験を増 しながらの生活体験等を実施し

０％以上いる。 生活における具体的な取組状況を やしていく。 た。
発信する。 ・行事がほとんど行えないため、 ・行事は少なかったが、日常生

日常生活の様子も発信していく。 活用の様子を伝えた。


